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電子情報技術産業協会規格 

 

導 波 管 及 び フ ラ ン ジ 

Waveguides and Flanges 
 

まえがき この規格は，社団法人 電子情報技術産業協会 標準化センター 無線通信・放送標準化委員

会導波管標準化グループが作成したものであり，TSC-16(電子情報技術産業協会規格類の作成基準)の様

式によって作成した個別規格である。 

 

1. 適用範囲 この規格は，2から 10GHz 帯に使用する長辺と短辺の比がほぼ 2：1になる方形導波管及

びフランジについて適用する。 

 

2. 形 名 

2.1 形名の構成 形名は原則として，次の配列による文字及び数字の組合せで構成するものとする。

ただし，必要のない場合は５項以下は省略してもよい。 

  １項  ２項 ３項  －   ４項  －   ５項  ６項  ７項  ８項 

 “文字”“Ｒ”“Ｊ”ハイフン“数字”ハイフン“文字”“文字”“数字”“文字” 

 (1) １項の文字 種別により表１の文字を用いる。 

 

表 １ 

種  別 １項の文字 

導波管 Ｗ 

バットフランジ Ｂ 

気密バットフランジ Ｐ 

 

 (2) ２項の文字 断面形状を意味するＲを用いる。 

 (3) ３項の文字 従来の JIS を意味するＪを用いる。 

 (4) ４項の文字 使用する周波数を表す数字を用いる。具体的には表２に示す如く，使用可能周波 

数帯の中心周波数を GHz 単位で表し，原則として，小数点以下を四捨五入して整数で表す。 

 

 

 

 

 




